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2023年 11月８日 

各 位 

会 社 名 株式会社秀英予備校 

代表者名 代表取締役社長 渡辺 武 

 （コード：4678、東証スタンダード市場） 

問合せ先 取締役経理部長 紅林 信宏 

 （TEL．054－252－1792） 

 

特別損失の計上、業績予想の修正及び配当予想の修正（無配） 

並びに役員報酬の減額に関するお知らせ 

 

当社は、2023年 11月８日開催の取締役会におきまして、下記のとおり決議いたしましたのでお知らせいた

します。 

 

記 

 

１．特別損失の計上について 

 

2024年３月期第２四半期において、当社は以下の通り特別損失を計上いたします。 

・固定資産の減損損失 

市場環境の変化等により売上高・収益が計画を下回っており、十分な生徒数の確保が難しくなった愛

知県１校舎について、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき減損処理を行い特別損失 43 百万円を

計上することといたしました。また、静岡県における拠点校１校舎につき、現在の校舎の契約条件等を

鑑み、今以上に生徒募集にとって好立地な物件における契約条件等がまとまり、移転の意思決定をした

ため、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき減損処理を行い特別損失 427 百万円を計上することと

いたしました。 
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２．業績予想の修正について 

 

（１）2024年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（2023年４月１日～2023年９月30日） 

 

 

 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親 会 社 株 主 

に 帰 属 す る 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

百万円 

4,920 

百万円 

△335 

百万円 

△325 

百万円 

△352 

円 銭 

△52.46 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 4,713 △310 △305 △827 △123.27 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △206 24 19 △475  

増  減  率 （  ％  ） △4.2 ― ― ―  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2 0 2 3 年３月期第２四半期） 
4,896 △230 △230 △290 △43.27 

 

（２）2024年３月期通期連結業績予想数値の修正（2023年４月１日～2024年３月31日） 

 

 

 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親 会 社 株 主 

に 帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

１株当たり 

当 期 純 利 益 

 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

百万円 

11,010 

百万円 

450 

百万円 

465 

百万円 

325 

円 銭 

48.43 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 10,600 300 314 △300 △44.71 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △410 △150 △151 △625  

増  減  率 （  ％  ） △3.7 △33.3 △32.5 ―  

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 2 0 2 3 年 ３ 月 期 ） 
10,724 403 406 169 25.25 

 

（３）修正の理由 

当連結会計年度は、３年余りに及んだ新型コロナウイルス禍がようやく収束し、学習塾業界の市場規模

はほぼコロナ禍前に回復しております。しかしながら、当連結会計年度は３年前の新型コロナウイルス禍の

蔓延初期において、新年度入学募集に大きく影響を受けた学年であったため、現中３生の生徒数は対前年マ

イナスのスタートとなりました。また、小中学部において前期末に11校舎閉鎖したことを要因として生徒

数が減少するという厳しい状況からスタートしております。 

当社グループとしては、年間の業績に直結する夏期講習の一般生募集及び９月の入学を最重点課題とし

て取組んできたものの、部門別・エリア別に計画の達成具合にばらつきが生じました。特に、過去にコロナ

禍の影響を受けた高単価の現中３生の募集が不調であったために、当第２四半期連結会計期間の売上高は計

画未達となっております。 

営業費用におきましては、節電による水道光熱費の削減、教材費・保守修繕費の削減に取り組んでまい

りました。一方、１．特別損失の計上について にて記載のとおり、愛知県１校舎及び静岡県１校舎の減損

損失を計上するところとなっております。この結果、2024年３月期第２四半期の連結業績予想は、前回発

表予想と比較して、売上高は206百万円の減少、営業利益は24百万円の増加、経常利益は19百万円の増加、

親会社株主に帰属する四半期純利益は475百万円の減少となりました。 

また、2024年 3月期通期連結業績予想におきましても、経費削減に努めるものの、現中３生数のマイナ

スが下半期の授業料・講習売上に影響を与えるため、売上高は410百万円の減少、営業利益は150百万円の

減少、経常利益は151百万円の減少、親会社株主に帰属する当期純利益は625百万円の減少となりました。 

 

 

 



 

 

 - 3 - 

(業績予想に関する注意事項)  

上記の予想は、本資料の発生日現在において入手可能な情報に基づき作成しております。実際の業績は、

今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

３．配当予想の修正について 

 

（１）配当の内容 

 
年間配当金（円） 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 合 計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

前 回 予 想 ― 0.00 ― 10.00 10.00 

今 回 修 正 予 想 ― 0.00 ― 0.00 0.00 

当 期 実 績 ― 0.00    

前 期 実 績 

（ 2 0 2 3 年 ３ 月 期 ） 
― 0.00 ― 10.00 10.00 

 

（２）修正の理由 

   当社は、株主に対する利益還元を経営の最重要課題の一つとして認識しております。安定的な経営基盤 

の確保と株主資本利益率の向上に努めるとともに、配当につきましても安定的な配当の継続を業績に応じて 

行うことを基本方針としております。 

しかしながら、2024年 3月期の配当につきましては、本日公表の２．業績予想の修正について のとお

り、通期連結業績予想数値の修正に伴い、誠に遺憾ではございますが、１株当たりの期末配当予想を無配当

に修正させていただきます。 

営業強化による売上高の向上、業務効率化等によって利益率向上を図り、早期の復配を行うべく努めて

まいりますので、何卒ご理解賜りますようお願い申し上げます。 

なお、株主優待制度についての変更はありません。 

 

４．役員報酬の減額について 

 

当社は、当社がおかれている現在の厳しい状況を真摯に受け止め、代表取締役、専務取締役の役員報酬

を以下のとおり減額いたします。  

 

（１）役員報酬の減額の内容  

対象者 報酬減額の内容 

代表取締役 

専務取締役 
役員報酬月額の10％を減額 

 

（２）対象期間  

2023年12月より2024年３月まで 

 

 

 

以上      


